




　　　　　　　　　　講師陣ご紹介


ご企画 ＊ 杉山 登志郎　先生：浜松医科大学児童青年期精神医学講座  特任教授 ＊





笠原　 麻里　先生：医療法人財団 青溪会 駒木野病院 児童精神科


山下　　 洋　先生：九州大学病院 子どものこころの診療部


藤林　 武史　先生：福岡市こども総合相談センター


野村   和代  先生：浜松医科大学児童青年期精神医学講座


山下 裕史朗  先生：久留米大学医学部小児科学講座


山村   淳一  先生：浜松医科大学児童青年期精神医学講座    　　　　（ご出講順）











（ 講座No.１１９４０ ）





今日のこころの臨床において、非常に重要なキーワードが二つあります。


　一つは言うまでもなく発達障害であり、もう一つは愛着障害です。そしてこの両者は複雑に絡み合います。発達障害と愛着障害との関連を、双方の臨床から展望を行い、それぞれの臨床実践に有効な対応を提示します。


　本講座は、子どもの臨床家のみならず、メンタルヘルスに関心を持つ全ての人に、重要な内容が盛り込まれたものとなりました。


【企画／杉山　登志郎：浜松医科大学】








プ


ロ


グ


ラ


ム


�
日程�
時　間�
テ　ー　マ�
講 師 (敬称略)�
�
�
１


月


２１


日


（土）�
13:00～14:30�
発達障害と愛着障害


：発達障害臨床と子ども虐待臨床から�
杉山 登志郎�
�
�
�
14:40～16:20�
性的虐待の病理とその対応�
笠原  麻里�
�
�
�
16:30～18:00�
母子臨床と養育者のメンタルヘルス�
山下    洋�
�
�
１


月


２２


日


（日）�
 9:00～10:30�
社会的養護と愛着障害�
藤林　武史�
�
�
�
10:40～12:00�
強度行動障害の臨床�
野村　和代�
�
�
�
12:00～13:00�
昼　　　 食 （各自でおとり願います）�
�
�
�
13:00～14:30�
ＡＤＨＤの家族支援：愛着障害に注目して�
山下 裕史朗�
�
�
�
14:40～15:50�
発達障害にも情緒障害にも有効な漢方�
山村　淳一�
�
�
�
15:50～16:40�
シンポジウム�
講師全員�
�
　　※ 時間割・テーマ等、変更になる場合がありますので予めご了承ください。





2011年度　特別講座３（福岡）








期　　日：2012年1月21日（土）～22日（日）


受講対象：教育・医療・相談・福祉・保育の各機関・現場等で子どもにかかわる専門家の方々、


並びに大学生・大学院生など本テーマに関心のある方


定　　員：150名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円（税込み）　※ 昼食・宿泊等は各自お手配ください


主　　催： 財団法人 明治安田こころの健康財団　　03－3986－7021


会　　場：福岡商工会議所・会議室301


福岡市博多区博多駅前2���－9－28　092－441－1110　   ※詳細地図は受講証


ＪR博多駅 博多口より 徒歩約10分　　　　　　　　　　　　  に添付いたします。


地下鉄祇園駅５番出口より 徒歩約５分





 発 達 障 害 と 愛 着 障 害














